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人々は新しい放送・通信サービスを
どうとらえているのか

～ 2017年11月メディア利用動向調査から～

NHK放送文化研究所　世論調査部
平田 明裕

1.はじめに
2020年の東京オリンピック・パラリンピックに向けて、新しい放送や通信サービスが次々と登場

しメディア環境が変化する中、人々は新しい放送や通信サービスをどれくらい利用し、そしてどのよ
うに感じているのだろうか。

N H K放送文化研究所では、次世代の放送サービスと位置づけられている４Ｋ放送・８Ｋ放送や、
放送のインターネット同時配信などをはじめとした新たな放送・通信サービスの登場など、国内メディ
ア環境の急激な変化が想定することをふまえ、人々のメディア利用の実態や意向を把握することを目
的に、2016年11月１）に続き、2017年11月に全国16歳以上の男女を対象に「メディア利用動向調査」
を実施した。調査の概要は以下のとおりである。

調査期間：2017年11月25日（土）～ 12月3日（日） 
調査方法：配付回収法
調査対象：全国16歳以上の男女
調査相手：住民基本台帳から層化無作為２段抽出した 3,600人（12人×300地点）
調査有効数（率）：2,340人（65.0％） 

今回の調査では、新しく登場する放送・通信サービスや、インターネットを活用したデジタルサー
ビスの中で、次の①～⑤の利用実態や意識を把握することを目的とした。

①４K放送・８K放送
②放送のインターネット同時配信
③インターネットの動画配信サービス
④インターネットのニュースサイトやニュースアプリ
⑤ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）
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２．４Ｋ放送・８Ｋ放送
最初に、今年12月に本放送が開始する４K放

送・８K放送について人々はどのように認識し
ているのかについてみていきたい。図１は、「４
Ｋ」「８Ｋ」、そしてＮＨＫが総称として使う「スー
パーハイビジョン」という言葉について、知って
いるかどうかを尋ねた結果である。
「４Ｋ」では、「どういうものか知っている」

（23％）と「名前だけ知っている」（53％）を合わ
せた認知計は76％で、前回2016年の72％から
増加した。また、「８Ｋ」の認知計は55％で、前
回の47％から増加し、認知が広がっていること
がうかがえる。一方、「スーパーハイビジョン」
は64％で前回と同程度であった。
「４Ｋ」について、「どういうものか知っている」

と「名前だけを知っている」を合わせた認知計を
年層別にみると（図２）、50代以下は8割を超え、
また、70歳以上では前回より増加し56％と半数
を超えるなど、幅広く知れ渡っている様子がみ
てとれる。また、「８Ｋ」の認知計を年層別にみ
ると（図３）、30代と40代は前回より増加して6
割を越え、中年層に浸透している。

続いて、４Ｋ放送への興味について尋ねたと
ころ（図４）、「とても興味がある」と「まあ興味が
ある」を合わせた「興味がある」計は36％であっ
た。前回より増加しているが、４割に達してい
ない。年層別にみると（図５）、60代以上で前回
より増加し、高年層にも興味が広がりつつある
が、50代以下は前回と同程度で、どの年層もお
しなべて4割弱にとどまっている。
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図２　４Ｋの言葉の認知（年層別）
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図6は、４K・８K関連情報の具体的な項目を
挙げて知っているかどうかを尋ねた結果である。
最も多かったのは「ＣＳ放送やケーブルテレビ、
IPテレビでは、４Ｋ放送がすでに始まっている」、
次いで「2018年から、衛星放送でＮＨＫや民放
の４Ｋ・８Ｋ実用放送が始まる」であるが、いず
れも約1割にとどまっている。注目すべき点とし
ては、「この中に知っていることはない」が71％
と7割に達していることである。

総務省や業界団体では、４Ｋ・８Ｋ放送の理
解を促進する取り組みを行っているが、なかな
か人々に浸透しているとは言いがたい結果であ
る。「４K・８K放送元年」の今年。本放送が始ま
る12月に向けて、今後、こうした取り組みを強
化することが必要であると考えられる。

3.放送のインターネット同時配信
2020年に向けて、放送事業者はインターネッ

トを活用し、視聴者がいつでも、どこでも必要
な情報やコンテンツを得られる環境を実現する
ため、様々な取り組みを進めている。そうした
中、N H Kと民放各局はともに、ニュースや災害
報道、スポーツ中継などで、放送のインターネッ
ト同時配信を、すでに実施している。では、ど
のくらいの人が放送のインターネット同時配信
を知っていて、実際どのくらいの人が利用した
ことがあるのであろうか。ここからは、放送の
インターネット同時配信の認知と利用、そして、
同時配信が日常的に実施されるようになった場
合、どのくらいの人が利用したいと考えている
のかをみていく。

図7は、放送のインターネット同時配信につ
いて知っているかどうかについて尋ねた2）結果
である。「知っていて、利用したことがある」は
３％で利用経験率は低い。「知っているが、利用
したことはない」は32％で、両方を合わせた認知
計は35％であった。インターネット同時配信に
ついて知っているのは、およそ3人に１人である。

年層別にみると（図８）、「知っていて、利用
したことがある」と「知っているが、利用したこ
とはない」を合わせた認知計は、16 ～ 29歳で
44％と全体より高いものの、それでも5割には
達していない。現時点では、利用者は少なく、
また認知もそれほど広がってはいない。

次に、放送のインターネット同時配信が日常
的に実施されるようになった場合の利用意向
3）についてみていく（図９）。「利用したいと思
う」（9％）と「どちらかというと利用したいと思
う」（32％）を合わせた「利用したいと思う」計が
41％であった。一方、「利用したいと思わない」

図６　「４Ｋ・８Ｋ」関連の情報で知っていること（複数回答）
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図９　放送のインターネット同時配信の日常利用意向

9 32 26 32 1 

(%)

利用したいと思う計41 利用したいと思わない計58

利用したいと思う どちらかというと
利用したいと思う

どちらかというと
利用したいと思わない

利用したいと思わない

無回答



－ 4 －

－ 6362 － 中央調査報　No.727・平成30年5月10日発行　■

（32％）と「どちらかというと利用したいと思わな
い」（26％）を合わせた「利用したいと思わない」
計が58％と、利用したいと思わない人が多くなっ
ている。

しかし、年層別にみると（図10）、「利用した
いと思う」計は50代以下で全体より高く、特に
16 ～ 29歳・30代は50%と半数を占めており、若・
中年層で一定の需要があることがうかがえる。

それでは、図７でみた放送のインターネット
同時配信を知っている人に限ってみると、利用
意向はどのくらいになるのであろうか。図11は、
同時配信を知っている人と知らない人の利用意
向を示したグラフである。同時配信を知ってい
る人は59％で、6割弱が利用したい（「どちらか
というと」を含む）と思い、知らない人に比べて
多い。日常的に実施されるようになった場合の
利用意向は全体は41％と半数にも満たないが、
放送のインターネット同時配信を知っている人

に限ると利用意向は６割弱になることから、ま
ずは、人々に理解を深めてもらうことが、放送
のインターネット同時配信を普及させていくう
えで、重要であると考えられる。

4.インターネットの動画配信サービス
ここ数年、「Net f l i x」や「Amazonプライム・

ビデオ」など海外大手の非放送事業者の有料動画
配信サービスが上陸し、また国内では無料の動
画配信サービスである「A b e m a T V」や「T Ve r」
がサービスを開始するなど、日本でもインター
ネット動画配信サービスの選択肢が広がってき
ている。では、こうしたサービスはどのくらい利
用されているのだろうか。インターネット動画
配信サービスの利用実態についてみていきたい。

まず最初に、動画配信サービスで利用する機
器についてみていく。図12は、「スマートフォン」

「パソコン」「タブレット端末」「インターネット
に接続したテレビ」で、動画配信サービスをどの
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くらい利用しているか頻度（「毎日のように」「週
に３～４日」「週に１～ 2日」「月に１～ 2日」「年
に数日」「ほとんど・まったく見ない」）で尋ねた
結果のうち、「毎日のように」利用する人の割合
を男女年層別に示したグラフである。全体では

「スマートフォン」は20％で、「パソコン」（６％）
より高い。男女年層別にみると、「スマートフォ
ン」は、男16 ～ 29歳では59％、女16 ～ 29歳
は51％と、男女とも16~29歳では5割を越え、
いずれも「パソコン」を大きく上回っている。動
画は「パソコン」でなく「スマートフォン」で見る
ものとなっている。

続いて、主な動画配信サービスの利用状況
を み て み る と（ 図13）、「Yo u T u b e」の 利 用
者が突出しており、全体の5割が利用してい
る。前回2016年と比較して増加しているのは、

「AbemaTV」（４→７％）、「Amazonプライム・
ビデオ」（３→５％）、「TVer」（２→４％）であるが、
いずれも1割に達していない。また、有料動画
配信サービスである「hulu」（２％）、「Netf l ix」

（１％）、「D A Z N（ダ・ゾーン）」（０％）は軒並
み低い数字で、利用は広がっていない。　

では、2016年より増加した「AbemaTV」は、
どの年層で増えているのだろうか。男女年層別
で前回と比べると（図14）、女16~39歳、40 ～
59歳で増加している。男16 ～ 29歳だけが1割
を超えていた前回から、男性中年層そして女性
の若・中年層へと利用者が広がり、比較的順調
にユーザーを増やしている様子がうかがえる。

それでは、動画配信サービスの中でも、映画・
ドラマ・スポーツなどを有料で見ることができ
る有料動画配信サービス４）はどのくらいの人が

図13　利用している動画配信サービス（複数回答）
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加入しているのだろうか。図15は、加入意向を
尋ねた結果である。「すでに加入している」は７%
で、前回2016年より増加する一方で、「様子を
みて決めたい」が13％で前回より減少している。

「様子をみて決めたい」と考えていた人が「加入」
に移行した可能性が推測される。一方、「加入し
たいと思わない」（55％）は前回と同程度で、「こ
のサービスを知らない」（22％）も変化はなかっ
た。「加入したいと思わない」と「このサービスを
知らない」を合わせると75％を超えており、有料
動画配信サービスへの認知や興味関心は広がっ
てはいないと考えられる。

5.インターネットのニュースサイトや
ニュースアプリ

ここ何年かでスマートフォンの普及が急速に
進み、人々は時間や場所を問わずネット環境に
つながることができ、ニュースや情報をいつで
もどこでもリアルタイムに知ることができるよう
になった。では、人々はニュースをどのように
見たり聞いたりしているのであろうか。インター
ネットのニュースサイトやニュースアプリの利
用状況についてみていく。まず、どのウェブサ
イトやアプリで、ニュースを見たり聞いたりする
かを尋ねた結果をみると（図16）、「Yahoo!ニュー
ス」の利用者が44％と最も多く、次いで「L I N E 
N E W S」が22 ％ で あ る。「L I N E N E W S」は
2013年にスタートした新しいサービスではある
が、すでに全体の2割を超える人が利用してい
ることがわかる。

これらのうち上位４つの「Ya h o o !ニュース」
「LINE NEWS」「Twit ter」「新聞社のニュース」
を男女年層別にみると（図17）、「Yahoo!ニュー
ス」は男30 ～ 50代と女30代で6割を超え、中
年層を中心に利用が多い。一方「LINE NEWS」
は、女40代以下では4割を超え、女性の若・中

図16　利用しているニュースのサイトやアプリ（複数回答）
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年層に利用が広がっている。特に女16歳～ 29
歳では60％に達し、「Ya h o o !ニュース」よりも
高くなっている。「T w i t t e r」は若年層で利用が
突出しており、男16 ～ 29歳で35％、そして、
女16 ～ 29歳は47％と半数近くがニュースを見
るのに利用している。このように、若年層を中
心に、ＳＮＳ５）（ソーシャル・ネットワーキング・

サービス）がコミュニケーションツールだけでな
く、ニュースや情報を収集するツールとして利
用されている様子がうかがえる。

図18は、ニュースサイトやアプリを利用して
いる理由を複数回答で尋ねた結果である。「無料
だから」「使いやすいから」が26％で最も多く、「正
確な情報」「深い情報」などよりも重視されてい
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図17　利用しているニュースのサイトやアプリ＜Yahoo!ニュース・LINE NEWS・Twit ter・新聞社のニュース＞（男女年層別）

図18　ニュースサイトやアプリを利用している理由（複数回答）
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る。インターネットのニュースサイトやアプリ
では、無料であること同様に操作がしやすいこ
とが、サービス普及の鍵であると考えられる。

6.SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）
スマートフォンの普及によるS N Sの広がりと

共に、テレビを見ながらスマートフォンでS N S
をするという「ながら視聴」が行われたり、S N S
でテレビのことを話題にしたりするなど、テレ
ビと親和性の高いスマートフォンの登場でテレ

ビの見方もここ数年、変化しつつある。では、
どのくらいの人がS N Sでテレビの話題をやりと
りしているのか、また、どのくらいの人がS N S
をきっかけにテレビを見ることがあるのだろう
か。ここでは、テレビとS N Sの関係についてみ
ていきたい。

図19は、ＳＮＳでテレビ番組に関する情報や
感想を見たり書いたりする人の割合を男女年層
別に示したグラフである。まず、全体の状況を
みると、「見るだけ」は17％、「見たり書いたりす
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図19　ＳＮＳでのテレビ番組に関する情報や感想の読み書き（男女年層別）
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番組を録画して、都合のよいときに見る

YouTubeなどの無料の動画配信サービスで、誰かが録画して投稿した番組を見る

放送中にテレビをつけて見る

女男

図20　ＳＮＳでテレビ番組に関する情報や感想を見た時の行動〈複数回答 上位3項目〉（男女年層別）
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る」は５％、「書くだけ」は0％で、これらを合わ
せたテレビ番組情報を見る人書く人は22％と全
体の約2割にとどまる。しかし、女16 ～ 29歳
では、「見るだけ」が46％、「見たり書いたりする」
が24％、「書くだけ」が１％で、これらを合わせ
ると71％と７割を超える。また、男16 ～ 29歳
ではこれらの合計が52％と半数を超える。若者
の情報源がS N Sに傾きつつある今、若年層では
テレビに関する情報もS N Sで取得し話題にして
いることが浮かび上がった結果である。

続いて、ＳＮＳでテレビ番組に関する情報や
感想を見たとき、どのような行動をすることが
多いか尋ねた結果についてみていきたい。図20
は、６つの選択肢6）のうち上位３項目（「番組を
録画して、都合のよいときに見る」、「Yo u t u b e
などの無料の動画配信サービスで、誰かが録画
して投稿した番組を見る」、「放送中にテレビを
つけて見る」）を男女年層別にみたグラフである。
全体では、これら３項目とも6 ～ 7％と1割にと
どいていない。しかし、女16 ～ 29歳では、ど
の項目も25%前後であり、女性若年層ではSNS
がきっかけでテレビ番組を見るという行動が比
較的活発な様子がうかがえる。

7.おわりに
今回の調査では、①４K放送・８K放送の認

知が進む一方で興味はそれほど広がってはいな
い、②放送のインターネット同時配信の認知は
半数に届かない一方で30代以下では利用意向が
５割に達する、③女16 ～ 29歳の６割が「LINE 
N E W S」を利用、④S N Sでテレビ番組情報を見
る人書く人が女16 ～ 29歳で７割を超えるなど、
性年層による利用実態・意識の違いを浮き彫り
にし、利用者の実像を垣間見ることができた。

今後、放送と通信の融合・連携がさらに進展
することで、新しい放送・通信サービスやイン
ターネットを活用したデジタルサービスが登場
し、利用が広がっていくと思われる。こうした
メディア環境が大きく変革しつつある時代だか
らこそ、放送事業者・通信キャリア・インターネッ
ト事業者などではなく利用者の目線で、サービ
スがどのように利用され、また、利用者がどの
ような意識を持っているのかを把握することは
重要であると考えられる。今後も、引き続き、人々
のメディア利用の実態や意識を捉える調査研究
を進めていきたい。

注：

１）2016 年調査の概要は次のとおり。調査期間：2016 年 11 月 17 日（木）～ 12 月 4 日（日）、調査方法：配
付回収法、調査対象：全国 16 歳以上の男女、調査相手：住民基本台帳から層化無作為２段抽出した 2,091
人（157 地点）、調査有効数（率）：1,243 人（59.4%）。

２）調査票の質問文は次のとおり。「放送局では、大規模な災害やオリンピックなどの際に、インターネット同
時配信（放送番組を放送と同時にインターネットでも配信）を実施することがあります。インターネット
同時配信について、あなたにあてはまるものに○をつけてください。」

３）質問文は次のとおり。「あなたは、インターネット同時配信が災害時などに限らず、日常的に実施されるよ
うになったら、利用したいと思いますか。」

４）「dTV」、「hulu」、「スポナビ」、「DAZN（ダ・ゾーン）」 など、パソコンやスマートフォンなどで動画を視聴
できるサービス

５）「Twitter」、「Facebook」、「mixi」、「LINE」、「Instagram」、「その他の SNS」のいずれかを１つでも利用して
いる人を、SNS 利用者とし、全体の 48％であった。

６）「放送中にテレビをつけて見る」「（放送中ではなく）後で、再放送や次回放送をテレビで見る」「番組を録
画して、都合のよいときに見る（再放送や次回放送を録画再生する場合も含む）」「YouTube などの無料の
動画配信サービスで、誰かが録画して投稿した番組を見る」「各放送局の見逃しサービスや TVer（ティー
バー）など、無料の動画配信サービスで番組を見る」「有料の動画配信サービスで番組を見る」の６つの選
択肢からあてはまるものにいくつでも回答してもらった。
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4月の時事世論調査
4月の時事世論調査によると、

安倍内閣の支持率は前月比0.9ポ
イント減の38.4%となった。不
支持率は2.2ポイント増の42.6％
で、先月に続き支持を上回った。

調査は全国の18歳以上の男女
2,000人を対象に、個別面接聴
取 法 で4月6日から9日に実 施。
有効回収（率）は 1,267（63.4％）。

この時期の国内の動きは、
北朝鮮特使の韓国高官来日：

北朝鮮を特使として訪れた後、
訪米した韓国の徐薫国家情報院
長が来日し、金正恩朝鮮労働党
委員長やトランプ米大統領との
会談結果を説明（3月12～13日）。

成人年齢18歳に：政府は、成
人年齢を20歳から18歳に引き
下げる民法改正案を来年の通常
国会に提出する方針を固めた。
結婚年齢も男女とも18歳で統一
するが、飲酒や喫煙、公営ギャ
ンブルの解禁年齢は20歳を維持
する（3月13日）。

前川前次官の授業内容照会：
文部科学省の前川喜平前事務次
官を講師に招いた名古屋市立中
学校の授業をめぐり、同省が授
業内容や経緯を学校側に問い合
わせ、録音データの提供も要求
していた（3月15日）。

データ入力を中国業者に再委
託：日本年金機構が業務委託し
た情報処理会社が、契約に違反
して中国・大連の業者に500万
人分の氏名部分の入力を再委託
していた。また、8万4千人分の
入力放置や31万8千人分の誤入
力もあり、年金支給額に影響が
出た（3月20日）。

玄海3号機再稼働：九州電力は、

島の非核化について、北京で習
近平国家主席と初めて会談（3月
26日）。

ロシア外交官追放：米国やE U
各国は、英国で起きた神経剤に
よる元ロシア情報員暗殺未遂事
件への対抗措置として、ロシア
外交官を追放する方針を決めた

（3月26日）。
朴前大統領有罪判決：収賄罪

などに問われている韓国の朴槿
恵前大統領に対し、ソウル中央
地裁は懲役24年、罰金180億ウォ
ン（約18億円）を言い渡した（4
月6日）。

政党支持率　自民党は前月比
0.1ポイント増の25.3％だった。
立憲民主党は0.2ポイント減の
5.1％、公明党は1.0ポイント増
の3.9％、共産党は0.2ポイント
減の2.4%、日本維新の会は0.2
ポイント増の1.0％。支持政党な
しは前月と同じく58.3％。

国民の景気感　「良くなった」
は 前 月 よ り0.7ポ イ ン ト 増 の
8.3％、「悪くなった」は0.2ポイ
ント減で19.9％。時事世論景気
指数は前月比2ポイント増の131
となった。

暮らし向き　昨年の今頃と比
べて「楽になった」は前月比0.2
ポイント減の5.3％、「苦しくなっ
た」は1.0ポイント減の20.3％
だった。

玄海原発3号機（佐賀県玄海町）
を2010年12月以来約7年3カ月
ぶりに再稼働させた。新規制基
準に基づく再稼働は5原発7基目

（3月23日）。
佐川氏を証人喚問：学校法人・

森友学園への国有地売却に関す
る財務省の決裁文書改ざん問題
で、当時担当の理財局長だった
佐川前国税庁長官の証人喚問が
衆参両院の予算委員会で行われ
た（3月27日）。

両陛下が最後の沖縄訪問：来
年4月末の退位を前に、天皇・皇
后両陛下は沖縄県を訪問した（3
月27日～ 29日）。

2018年度予算97.7兆円：参
院本会議で成立した2018年度
予算は、6年連続で過去最大を更
新（3月28日）。

イラク派遣日報、隠ぺいの疑
い：小野寺防衛相は、これまで
存在しないとしていた陸上自衛
隊のイラク派遣部隊の日報が、
存在していたと発表（4月2日）。
また、航空自衛隊派遣部隊でも、
日報が発見された（4月6日）。

国外では、
米国務長官解任：トランプ米

大統領は、ティラーソン国務長
官を解任し、ポンペオ中央情報
局（C I A）長官を後任に充てると
発表（3月13日）。

習近平主席再選：中国の第13
期全国人民代表大会で、習近平
国家主席（再選）、王岐山国家副
主席、李克強首相（再選）などが
選出された（3月17、18日）。

ロシア大統領選でプーチン氏
が圧勝：現職のウラジーミル・プー
チン大統領が8割に迫る得票率で
通算4選を確実に（3月19日）。

対中国関税制裁に署名：トラン
プ米大統領は、中国による米国の
知的財産権侵害に対する制裁と
して、中国からの輸入に関税を課
す大統領令に署名（3月22日）。

李元大統領を巨額収賄などの
容疑で逮捕：韓国の大統領経験
者の逮捕は昨年3月の朴槿恵前大
統領に次いで4人目（3月23日）。

金正恩委員長が訪中：朝鮮半

◇  告　知　板

時事世論景気指数
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